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小型船舶の復原性計算の概要

　現 在、小型 船舶の 復原 性 にあ っ て は、
「小 型船舶安 全 規則 」 で 適 用さ れ る基準

が 定 め られ て い る。そ の 第 101条で は、沿

海以 下の 航行 区域 を 有す る 総 トン 数 5 ト

ン 以 上の 旅客 船 およ び近 海 以上 の 航行 区

域 を 有 する小 型 船舶 の復 原 性につ い て は

「船 舶 復原性 規 則 」 の 第 2 条〜1S条 まで

の 規 定 を準用 す る とさ れ てい る。

　 こ こ で は、準 用 され る船 舶復 原 性規 則

の 旅 客 船の 基準 を 申心 に、当セ ン ター
で

実施して い る復原性計算サービス で 算 出

さ れる 数値や 図 表 に つ い て、そ の 意 昧や

内容を 主 に 紹介 して ゆき ます。

C 係数の墓準 （乙基準）と

復原力 曲線

　本誌 に掲載 して い る 厂
新造 船 と復 原性 」

の 中に も 表示 さ れ て い る 復原 力 曲線 と 判

定 図は、こ の 基準に 関連する 復原 て こ 曲

線の 形状と大き さ、同調 横揺れと傾斜偶

力 て こ の 大 き さ、さ ら に 有効 な 復原 て こ

範 囲な ど が示 され て い る。

　こ の 基準 は、不規 則な 横波中で 定 常風

を 真横 に 受 け、波 と船の 揺れ が 同調 し、

大 き く横揺 れ して い る 状 況 が想 定さ れ、

そ こ に突風 を 受 けた 場合 の船を 転覆 させ

よ う とす る エ ネ ルギーと、復 原 させ よ う

とす るエ ネル ギーとのバ ラ ン ス に着 目 し

て 定 め られ て いる。

　図
一1は、一

連の 現象を船の 横傾斜と

の 関係 で 表 した 復原 力曲 線 と判 定 図で 、

0 係数の 基 準の 判定状況 を 示す も の であ

る 。

　 こ こ に、A の面 積 は船 を転 覆 させ よう

とす るエ ネル ギー量、B の 面積 は A に抗

して 船 を 復原 さ せ よ うとす る有 効 なエ ネ

ル ギ
ー

量 に 相当 する。

　よっ て 、こ の 基準 で は、A の画 積よ り

B の 面 積が大 な る こ と が 要求 さ れ、B と

A の 比 は 0 係数 （0 ＝B ／ A ）と 呼 ばれ、

1よ り大 き くな る こ とが 求め ら れて い る 。

　次 回は、横傾斜 とOM （甲基準）お よ

び 最大 復 原て こ （丙基 準 ）の 基準 を 予 定 。
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突 風 を受けて 右舷 に

斜させ る力か ら復 原

る 力に 反転す る 分 岐
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横傾 斜 角 （θ）

（m ）：定常 風

（度）：同調時の最大横揺れ角

（度）：海水 流入角

（度）：定常 風によ る横頗斜角

（度）：突風　 　 　ノ丿

（度）1 同調横揺れ と 突 風 に よ る最 大横傾斜角
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  同 調 横揺れ時に 左 舷

に揺れ き っ た傾斜位置 で、

この状 態で反対舷 の 方 向

へ 突 風 を 受 け る。
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